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西
ス
マ
ト
ラ
の
ブ
キ
ッ
・
テ
ィ
ン
ギ
に
「
明
」

と
「
暗
」
の
印
象
を
与
え
る
二
つ
の
歴
史
遺
産
が

あ
る
。
ひ
と
つ
は
街
の
中
心
に
天
高
く
立
つ
ジ
ャ

ム・ガ
ダ
ン
（
ミ
ナ
ン
ガ
バ
ウ
語
で
大
時
計
の
意
）

と
呼
ば
れ
る
大
時
計
台
。
も
う
ひ
と
つ
は
シ
ア

ノ
ッ
ク
峡
谷
に
臨
む
ロ
バ
ン
・
ジ
ュ
パ
ン
（
日
本

の
穴
の
意
）
と
呼
ば
れ
る
日
本
軍
が
一
九
四
二
年

に
三
カ
月
で
築
造
し
た
と
さ
れ
る
地
下
壕
。

　

一
七
年
前
高
原
の
町
ブ
キ
ッ
・
テ
ィ
ン
ギ
を
観

光
で
訪
れ
た
。
雄
大
な
シ
ア
ノ
ッ
ク
峡
谷
を
眺
め

て
い
る
と
、
こ
こ
か
ら
峡
谷
へ
通
じ
る
地
下
ト
ン

ネ
ル
が
あ
る
と
ガ
イ
ド
に
誘
わ
れ
、
行
く
と
大
穴

の
入
口
が
あ
っ
た
。
見
取
り
図
か
ら
地
下
壕
と
察

し
た
。
入
口
左
側
壁
面
に
目
を
や
っ
た
瞬
間
、
衝

撃
を
受
け
た
。
そ
れ
は
日
本
軍
指
揮
の
強
制
労
働

に
よ
る
壕
築
造
を
描
写
す
る
レ
リ
ー
フ
だ
っ
た
。

「
何
千
人
も
の
人
々
が
無
理
や
り
働
か
せ
ら
れ
、

死
ん
だ
」
と
語
る
ガ
イ
ド
の
説
明
に
気
色
が
悪
く
、

暗
い
中
に
入
る
気
に
な
れ
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
六
月
再
訪
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
。

パ
ダ
ン
で
の
ス
マ
ト
ラ
国
際
旅
行
博
参
加
後
、
車

で
二
時
間
の
ブ
キ
ッ
・
テ
ィ
ン
ギ
に
向
っ
た
。
赤

道
直
下
に
位
置
す
る
が
、
海
抜
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
た
め
冷
涼
な
土
地
だ
。
一
八
二
五
年
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
政
府
は
陣
営
と
し
て
コ
ッ
ク
要
塞
を

築
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
は
防
衛
地
と
し
て

使
用
し
た
。
そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
時
の

一
九
四
二
年
～
四
五
年
に
か
け
て
日
本
軍
が
こ
の

地
を
占
領
し
、
駐
留
し
た
歴
史
が
あ
る
。

　

シ
ア
ノ
ッ
ク
峡
谷
展
望
台
一
帯
は
パ
ノ
ラ
マ
公

園
に
整
備
さ
れ
て
い
た
。
地
下
壕
へ
行
く
と
、
壁

パノラマ公園内の史跡「ロバン・ジュパン」入口のレリーフ
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面
の
レ
リ
ー
フ
は
影
も
形
も
無
か
っ
た
。
一
三
二

段
の
石
段
を
下
る
と
地
下
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
至
る
。

か
な
り
天
井
の
高
い
通
路
が
東
西
二
一
二
メ
ー
ト

ル
、
南
北
一
九
六
メ
ー
ト
ル
に
延
び
、
壁
で
仕
切

ら
れ
た
幾
つ
も
の
部
室
が
連
な
る
。
す
で
に
蛍
光

灯
が
取
り
付
け
ら
れ
た
壕
内
を
自
称
ガ
イ
ド
の
若

者
の
案
内
で
回
る
。
各
部
室
は
地
質
展
示
室
、
絵

画
・
写
真
展
示
室
、
映
写
室
、
カ
フ
ェ
、
休
憩
所
、

ト
イ
レ
な
ど
の
案
内
板
が
掛
か
る
が
、
未
整
備

だ
っ
た
。「
二
〇
〇
七
年
の
西
ス
マ
ト
ラ
地
震
で

シ
ア
ノ
ッ
ク
峡
谷
は
所
々
崩
落
し
た
が
、
こ
の
壕

は
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
」、「
日
本
軍
の
過
酷
な

強
制
労
働
で
死
ん
だ
者
は
こ
の
風
穴
か
ら
捨
て
ら

れ
た
」、「
壕
完
成
後
、
機
密
保
持
の
た
め
殺
さ
れ

た
」
と
い
か
に
も
興
味
を
引
く
よ
う
に
雄
弁
に
語

る
。
消
え
た
レ
リ
ー
フ
を
問
う
と
「
描
写
が
あ
ま

り
に
も
悲
惨
な
の
で
、
日
本
政
府
が
恥
ず
か
し
い

の
で
外
さ
せ
た
」
と
返
さ
れ
た
。

　

真
相
は
ど
う
な
の
か
、
確
か
め
よ
う
と
翌
朝
市

観
光
局
を
訪
ね
た
。
当
初
珍
客
に
当
惑
し
て
い
た

が
、
事
情
を
話
す
と
こ
の
件
に
関
与
し
た
職
員
を

呼
ん
で
く
れ
た
。「
二
〇
〇
四
年
レ
リ
ー
フ
を
覆

う
よ
う
日
本
政
府
の
要
請
が
あ
り
、
覆
っ
た
が
、

二
〇
〇
七
年
六
月
の
地
震
で
レ
リ
ー
フ
が
落
ち
た

の
で
取
り
外
し
た
」と
説
明
し
、小
冊
子
の
コ
ピ
ー

を
渡
さ
れ
た
。
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
一
九
八
六

年
「
日
本
の
穴
」
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
よ
っ

て
史
跡
に
認
定
さ
れ
た
直
後
、
壕
の
入
口
の
壁
に

残
虐
を
示
唆
す
る
レ
リ
ー
フ
が
描
か
れ
た
が
、

一
九
九
七
年
一
月
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
関

係
者
の
努
力
と
英
断
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
レ
リ
ー

.

.

天にそびえるジャム・ガダン（大時計台）
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フ
は
撤
去
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
公
式
文
書
も
虐

殺
を
否
定
す
る
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
義
勇
軍
兵
士
の

証
言
を
載
せ
て
い
る
（
日
蘭
戦
時
資
料
保
存
委
員

会
著
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
発
行
）。

　

日
本
側
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
認
識
に
ズ
レ
が

あ
る
よ
う
だ
。
市
観
光
局
は
史
跡
と
し
て
一
層
の

観
光
促
進
を
図
り
た
い
意
向
で
、
逆
に
詳
し
い
地

下
壕
の
設
計
築
造
図
の
入
手
を
求
め
ら
れ
た
。
日

本
側
の
証
言
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
を
納
得
さ
せ
た

と
は
思
い
難
い
。
今
で
も
市
観
光
局
の
観
光
案
内

に
は
「
何
千
人
も
の
人
々
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
、

多
く
の
犠
牲
が
払
わ
れ
た
」
と
記
載
さ
れ
、
現
地

ガ
イ
ド
は
、
地
下
壕
内
で
相
変
わ
ら
ず
国
内
外
の

観
光
客
に
語
り
続
け
て
い
る
。

　

前
回
下
か
ら
そ
の
姿
を
見
上
げ
る
だ
け
だ
っ
た

時
計
台
塔
内
を
視
た
い
一
心
で
関
係
官
庁
を
訪
ね
、

許
可
を
得
た
。
狭
い
梯
子
段
を
ひ
や
ひ
や
し
な
が

ら
最
上
部
ま
で
上
っ
た
。
二
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

か
ら
ブ
キ
ッ
・
テ
ィ
ン
ギ
の
街
を
三
六
〇
度
の
角

度
か
ら
ぐ
る
り
望
む
と
、
一
七
年
間
の
町
並
み
の

変
遷
が
目
に
映
っ
た
。

　

今
ま
で
時
計
台
は
オ
ラ
ン
ダ
の
築
造
だ
と
思
っ

て
い
た
。
当
地
在
任
書
記
官
が
本
国
の
オ
ラ
ン
ダ

女
王
か
ら
賜
っ
た
大
時
計
を
据
え
る
塔
を
街
の
建

築
技
師
ヤ
ジ
ッ
ト
と
同
僚
の
ギ
ギ
・
ア
メ
ッ
に
依

頼
し
、
三
〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン
の
費
用
を
か
け
て

一
九
二
六
年
完
成
し
た
。
大
時
計
は
一
八
二
七
年

オ
ラ
ン
ダ
製
造
で
、
振
り
子
は
重
さ
一
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
ガ
ラ
ス
製
の
外
縁
、
釣
鐘
は
真
鍮
製
。

大
時
計
の
機
械
シ
ス
テ
ム
は
当
時
の
ま
ま
で
、
現

在
も
常
時
二
名
の
市
職
員
が
担
っ
て
い
る
。
塔
は

時計台最上部から
ブキッ・ティンギ
の街を眼下に望む
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地
元
産
出
の
石
灰
と
卵
の
白
身
を
混
ぜ
た
漆
喰
造

り
。
鉄
骨
鉄
筋
無
し
で
も
、
西
ス
マ
ト
ラ
大
地
震

に
も
耐
え
、
無
傷
だ
っ
た
。
た
だ
ジ
ャ
テ
ィ
材
の

秒
針
の
支
え
だ
け
が
割
れ
、
取
り
替
え
た
そ
う
だ
。

一
八
〇
年
も
の
間
時
を
刻
ん
で
き
た
オ
ラ
ン
ダ
の

製
造
技
術
と
ミ
ナ
ン
ガ
バ
ウ
の
建
築
技
師
の
技
に

驚
愕
す
る
以
上
に
地
元
の
維
持
管
理
に
感
服
。

　

時
計
台
に
は
面
白
い
逸
話
が
あ
る
。
当
時
時
計

台
が
完
成
し
た
も
の
の
地
元
の
人
々
は
時
刻
を
知

る
術
を
知
ら
ず
、
時
計
が
時
刻
を
示
す
も
の
だ
と

知
ら
な
か
っ
た
。
ま
し
て
文
字
盤
の
ロ
ー
マ
数
字

は
読
め
な
い
。
唯
一
時
刻
を
知
る
手
が
か
り
は
明

け
方
の
鶏
の
鳴
き
声
だ
っ
た
。
そ
こ
で
塔
の
て
っ

ぺ
ん
に
鶏
の
彫
像
を
据
え
た
。
現
在
も
三
〇
分
と

一
時
間
毎
に
鐘
の
音
が
高
ら
か
に
街
に
響
き
渡
る
。

　

最
初
時
計
台
の
最
上
部
に
は
白
亜
の
ド
ー
ム
屋

根
型
洋
風
家
屋
が
載
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
二
年

日
本
軍
占
領
時
に
ミ
ニ
神
社
に
取
り
替
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
宣
言
後
に
西
ス
マ
ト

ラ
の
ミ
ナ
ン
ガ
バ
ウ
民
族
文
化
の
象
徴
で
あ
る
水

牛
の
角
の
形
を
し
た
伝
統
家
屋
に
取
り
替
え
ら
れ

た
。
塔
の
色
も
当
初
の
グ
レ
ー
か
ら
白
色
に
な
り
、

そ
し
て
二
〇
〇
八
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
覚
醒

一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
白
と
水
色
の
ツ
ー
ト
ン
カ

ラ
ー
に
変
わ
っ
た
。
時
を
刻
み
な
が
ら
時
代
の
移

り
変
わ
り
を
凝
視
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七・
二

の
大
地
震
に
も
耐
え
抜
い
た
ジ
ャ
ム
・
ガ
ダ
ン
は

明
日
へ
の
希
望
を
導
く
象
徴
の
よ
う
だ
。

（
お
お
つ　

の
ぶ
こ
／
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ

タ
ー
＆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
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